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＜平成30年3月3日(土)  日本統計学会 第14回統計教育の方法論ワークショップ説明資料＞ 

岐阜県 統計課 検索 

出前授業「岐阜県データ活用講座」の新たな試み 
    ～小学生向け副読本の作成から 
            大学生インターンシップの実施まで～ 
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  H23年度、新たな試みとして「データ活用講座」をスタート 
  H30年2月までに延べ96校、約6,200人を対象に実施      

＜これまでの実績＞ 
・平成23年度09校（小学校01  中学校05  高校1  大学2）延べ約   860名対象 
・平成24年度12校（小学校02  中学校09  高校1  大学1）延べ約   960名対象  
・平成25年度17校（小学校04  中学校11   高校1 大学2）延べ約1,500名対象 
・平成26年度21校（小学校13  中学校05 高校1   大学3）延べ約1,480名対象 
・平成27年度10校（小学校04  中学校03  高校1 大学2）延べ約   370名対象 
・平成28年度13校（小学校09  中学校03  高校1  大学2）延べ約   550名対象 
・平成29年度14校（小学校08  中学校04  高校2         ）延べ約   450名対象 (H30.2.28現在) 



県統計課が統計教育に取り組む意義 
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・証拠に基づく政策 
・人口統計を基礎とした  
 「人口ビジョン」   など 

統計の重要性 
 
・個人情報保護意識の高まり 
・居住形態の多様化  
  など 

調査環境の悪化 

市町村職員や統計調査員の声 
  「統計調査の結果は子どもでも分かるように…」 
  「税と同じように子どもの頃から…」 

〇総務省：統計指導者講習会、「なるほど統計学園」 
        「データサイエンススクール」 など 
〇都道府県：「データ活用講座」、子ども向けホームページの開設 
         教員向け講習会の開催 など 

統計の普及啓発 



「データ活用講座」の基本 

「分かりやすく楽しく学ぶ」 

①一方的な解説とせず参加できる工夫を凝らす 
  ・都道府県ランキング、県民の好物などの統計クイズ 
  ・人口や産業別従業者のデータをグラフに表し、 
    傾向を読み取る 
 
②身近な統計を取り上げる 
  ・森林率全国２位、水力エネルギー量全国１位、人口、 
    岐阜のモノづくり、農林畜産物 など 
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岐阜県 統計課 マスコットキャラクター 

テルミー  



①統計学習副読本の作成（小学校） 
  小学校高学年向けの「統計学習に関する副読本」を作成 
  県内の全ての小学４年生に配布 
 

②「熱中症にご用心！」（中学校） 
  多様なデータから傾向を見いたす力を養う事を意図 
  県内の２つの中学校で実践 
 

③「これであなたもグラフの達人」（高等学校） 
  小中学校と同様に県内高等学校にも案内文書を配布 
  商業高校から調査研究に必要な統計データの活用についての講義依頼 
 

④自治体協働型インターンシップの実施（大学） 
  岐阜大学と連携して、統計をテーマにした講座を開設 
  大学コンソーシアムのシステム(単位互換性)を活用し、県内の全大学生の受講が可能 
  統計調査の理解者・協力者を育成すると共に、若手統計調査員の確保を図る 
    

今年度の「データ活用講座」の主な取組 
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［新規］ 

［新規］ 



統計学習副読本の作成（小学校） 
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現場の声 
「算数・社会科で使えるような身近な

データを集めた教材はないだろうか」 

「ふるさと学習で活用できるような岐阜

県のデータ集はないだろうか」 

統計学習の副読本の作成 
・フルカラー、ワイド版 

・県内の小学４年生に提供 

・PDF版をHPに掲載 
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３大特徴① 

「最新性」 

・最新のデータ 

・学習指導要領の   

  趣旨を盛り込む 
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３大特徴② 

「正確性」 

・公的統計データ 

・市町村合併に対応 
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３大特徴③ 

「教科書 

  準拠」 

・第4章→社会の内容 

   人口、土地、火災、事故、 

    事件、ごみ など 

・第２章→算数の内容 

   棒グラフ、折れ線グラフ、 

    帯グラフ、円グラフ 



「熱中症にご用心！」（中学校） 

10 

＜ねらい＞ 

熱中症のデータをもとに、都道府県別の特徴を分析する
ことを通して、必要なデータを自分で決めて分析し、自分
なりの結論を導き出すことができる。 

 

＜主な流れ＞ 

①熱中症の都道府県のランキングを予想する。 
  ・出典等、データについて確認する。 

  ・予想した都道府県と理由について発表する。 

  ・実際の結果を提示し、熱中症に関連があると思われる統計データについ 

   て話し合う。 

②データをもとに、熱中症のリスクについて考える。 
  ※御嵩町立上之郷中学校→エクセルで分析  

  ※岐阜市立陽南中学校→データカードで分析 



 某テレビ番組でのクイズ 

  2015年5月～9月に熱中症によって救急搬

送された人数を都道府県別にランキングにし
た場合の２位の都道府県をあてなさい。 

   １位 東京都   ４６３４人 

   ２位 埼玉県   ３８８４人 

   ３位 大阪府   ３７１４人 

   ４位 愛知県   ３７０２人 

   ５位 神奈川県  ２８２４人 
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 熱中症による搬送人数 

資料：総務省「熱中症による救急搬送状況」（2015年） 

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

4000

4500

5000

東
京
都

埼
玉
県

大
阪
府

愛
知
県

神
奈
川
県

千
葉
県

兵
庫
県

福
岡
県

茨
城
県

静
岡
県

京
都
府

広
島
県

岡
山
県

群
馬
県

福
島
県

熊
本
県

宮
城
県

新
潟
県

岐
阜
県

栃
木
県

三
重
県

北
海
道

鹿
児
島
県

沖
縄
県

長
野
県

奈
良
県

愛
媛
県

和
歌
山
県

滋
賀
県

宮
崎
県

香
川
県

長
崎
県

大
分
県

山
口
県

岩
手
県

石
川
県

佐
賀
県

山
形
県

高
知
県

山
梨
県

徳
島
県

秋
田
県

島
根
県

福
井
県

青
森
県

富
山
県

鳥
取
県

都道府県別の搬送人数（人）

12 



人口 

資料：総務省「国勢調査」（2015年） 
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岐阜県の熱中症 
のリスクは、 
低いと言って 
いいのかな？ 

14 



  こんなデータを集めてみました 

気温     

 ・年間最高気温       

 ・真夏日の日数 

割合 
 ・１万人あたりの搬送人数 

 ・100km2あたりの搬送人数 

救急搬送 
 ・現場までの時間 

 ・病院までの時間 
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 データカードの具体例 

気温のデータ 

救急搬送のデータ 

割合のデータ 
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 年間最高気温 

資料：気象庁「過去の気象データ」（2015年） ※各都道府県庁所在地のデータ 
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真夏日の日数 

資料：気象庁「過去の気象データ」（2015年） ※各都道府県庁所在地のデータ 
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  現場までの時間 

資料：総務省消防庁「救急救助の現況」（2015年） 
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  病院までの時間 

資料：総務省消防庁「救急救助の現況」（2015年） 
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１万人あたりの搬送人数  

資料：総務省「熱中症による救急搬送状況」「国勢調査」（2015年） 
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都道府県別の１万人あたりの搬送人数（人）
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  100km2あたりの搬送人数 

資料：総務省「熱中症による救急搬送状況」・国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」(2015年） 
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都道府県別の100km2あたりの搬送人数（人）
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１つのデータでは、 
結論が出せないこともあ
ります。 
いろんな角度から 
考えていくことが 
大切です。 
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「これであなたもグラフの達人」（高校） 

24 

＜ねらい＞ 
 データの収集方法から、表・グラフの作成といった統計的な
探究プロセスを、インターネットやエクセルを使って体験し、適
切な統計データの活用方法について理解する。 
 
＜主な流れ＞ 
①統計データのいろいろな入手方法を理解する。 
  ・e-stat 、 岐阜県統計課のHP など 

②エクセルを利用した表の加工方法を理解する。 
  ・ソート機能、 絶対参照 など 

③エクセルを利用したグラフの作成方法を理解する。 
  ・基本的なグラフの作成方法、見やすくするための加工方法 など 



「自治体協働型ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ」（大学） 

25 

岐阜大学地域協学センターのプログラムを活用し、「自治体協働型イ
ンターンシップ」として実施。大学コンソーシアムのシステム(単位互換
性)を活用し、県内のほぼ全ての大学の学生の受講も可能とした 
 

＜目的＞ 

 地域の課題解決に向けてリーダーシップを発揮できる人材の育成、
及び統計調査の意義や仕組みを理解し、よき理解者・協力者として
良好な調査実施環境の確保に寄与する人材を育成する。 
 

＜主な流れ＞ 
①公的統計の意義や重要性の理解（１日目） 

②ワークショップを通じた統計調査業務の理解・課題解決（２日目） 

③各種統計データの利活用を通じたスキルアップ（３・４日目） 

④統計行政の職場体験（５日目） 

⑤データ分析結果発表・振り返り（５日目） 
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 １日目（７月１９日午後） 

統計から見た岐阜県について 
○岐阜県の現状 
〇公的統計データの必要性 
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 １日目 

統計の基礎、統計調査の現状と課題  
○統計の法制度、体系、種類、しくみ                
○統計調査員の職務と身分、 
 岐阜県の統計調査員候補者登録システム   
○統計調査の現状と課題  統計課 高橋課長 
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 ２日目（７月２６日午後） 

統計調査の課題解決のためのﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 

ファシリテーター     

 岐阜大学地域科学部 三井栄教授 

助言者    

 統計調査員４名 
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 ２日目（ワークショップの流れ） 
・統計調査員からの話 

  （経験談、統計調査の現場で起こっていること 等） 
・統計調査員へのインタビュー 

・統計調査の課題 

  （統計調査員の高齢化、若年層人材の不足 

   統計調査環境の悪化などの現状 等） 
・課題の対応策の検討    
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 ２日目 

大学生が考えた解決策 
・大学と統計調査員との交流      

・ロゴマークの周知 

・小中学校への統計教育の強化 

・大学生、サークルなどの協働 

・広報誌などへの掲載 

・調査員同士のつながりの強化  

  など  



31 

 ３日目（８月３０日）終日 
 ４日目（８月３１日）午後 

各種統計ﾃﾞｰﾀの利活用を通じたｽｷﾙｱｯﾌﾟ 
統計課 清水係長 
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 ３日目・４日目 

講義の流れ 
・基本的なグラフの作成や読み取り 

・エクセルを用いたデータ分析 

・e-statからのデータ入手 

・グループごとに市町村の特徴・課題などの分析 
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 ３日目・４日目 

取り上げた市町村 
・岐阜市（県庁所在地で人口が最も多い） 
・可児市（30年間の人口増加率が37.7%と高い） 
・飛騨市（30年間の人口増加率が▲28.7%と低い） 

取り上げたデータ 

・総人口と人口増加率の推移 

・年齢３区分別人口と構成比の推移 

・年齢５歳階級別人口の推移 

・外国人人口と総人口に占める割合の推移 

・国籍別外国人人口 

・出生数、死亡数と自然動態の推移 

・県内県外別転入転出差 

・移動理由別転入転出差 

・主な移動理由別、男女別、年齢別転入転出差 
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 ５日目（９月１日） 

データ分析結果発表・振り返り 
 ・グループ発表、担当職員からの講評 
 ・振り返り 

県幹部職員、統計課職員との意見交換会 



総人口は、減少が続いている 
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（備考）　総務省「国勢調査」により作成
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0~14歳、15~64歳は減少、65歳以上
は増加している 
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（備考）　総務省「国勢調査」により作成
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死亡数が出生数を上回る状態が拡大 
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（備考）　厚生労働省「人口動態統計」により作成
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県内、県外への転出超過が続いている 
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（備考）　岐阜県「岐阜県人口動態統計調査」により作成
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取組の内容 
出前授業 

「データ活用講座」 
統計学習副読本 

統計・統計調査にかかる 
インターンシップの実施 

統計にかかる 
生涯学習 

小・中・高 

大 学 

一 般 

H 2 3 年 度 ～  H29年度（新） 

Ｈ29年度（新） 

Ｈ30年度～（予定） 

統計・統計調査にかかる普及・啓発事業の全体イメージ 

○ 統計調査環境の悪化への対応として、特に若年層を対象とした積極的な啓発事業を実施。 
○ 学習指導要領に統計教育が盛り込まれたことを契機として、平成23年度より小・中・高校向けの出前授業（データ活用講座）を

開始し、児童生徒が統計データに慣れ親しむ機会を創出。 
○ また、29年度からは、若年層に対し、更なる啓発を行うため、統計学習副読本を作成・配布するとともに、統計・統計調査にかかる

大学生インターンシップを実施。 

趣 旨 

○県内の学校等に職員を派遣し「出
前講座」を実施 

○ 『統計から見た岐阜県の現状』を
解説するほか、身近な素材をグラフ
化して分析する❝体験型❞授業。 

【特徴】 
•対象学年や学校の立地市町村の特徴等を

勘案し、教材を適宜アレンジして活用。 

•データの利活用のほか、県や地域の特徴を

学ぶ内容であり、総合学習の一環として活

用されるケースが多い。 

【実績】 （H30.2末現在） 
•合計 9 6 校    

   小学校 43校、中学校 40校 

   高  校  5校、大   学 ８校 

※延 べ約 6 , ２ 0 0 名  

【特徴】 
•データやグラフの利活用の学習
が可能であるほか、県や市町
村の各種データ集としての機能
もあり、算数・社会科のほか、
ふるさと学習に活用される。 

•統計になじみのない教員であっ
ても、本書により比較的容易
に統計教育を行うことが可能。 

○統計・統計調査の意
義や仕組み等を理解
し、統計調査の協力
者となる人材を育成 

○小学校高学年向きの副
読本を作成し、県内の
全小学４年生及び教
員等に配布。 

○県内市町村で実施
される生涯学習講座
の一環として、データ
活用講座を実施。 

【特徴】 
•統計法規等の学習のほか、現
役の統計調査員との意見交換
を踏まえたグループワーク、実践
を見据えた公的データ活用・分
析の演習を実施。 

岐阜県 
環境生活部 
統計課 

【特徴】 
•統計調査への協力・呼びかけ、
統計調査業務の紹介 



・統計学習副読本の作成 
 →96.6％の公立小学校で「使う予定」とアンケートで回答 
 →「データ活用講座」での利用や現場での活用報告有 
 

・データ活用講座の実施 
 →新規作成教材に対する生徒の好反応 
 →高等学校からの問い合わせの増加 
 

・自治体協働型インターンシップ 
 →調査に無関心・非協力的な若年層が統計に対する考えを深める 
   ことに大きく寄与 
 →学生人材の育成、学生調査員の任用、大学連携の先進事例と     
     して総務省統計局より全国に紹介 

新しい取り組みに対して大きな反響有 
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